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はじめに  
ヤリテンツキ Fimbristylis ovata (Burm. f.) Kern（カヤツリグサ科）は、主に海岸沿いの日

当たりの良い草地に生育する多年生草本である（図 1）。本種の形態的特徴は、小穂より短
い苞があり、茎の先端にやや扁平な卵形の小穂を 1個（稀に 2個）つけ、鱗片が 2列に並
んでつくことである（図 1b）（星野ほか 2011, 勝山 2015）。国外の分布は広く、朝鮮半島
南部、中国、台湾、インド、インドネシア、マレーシア、オーストラリア、ニュージーラ

ンド、ミクロネシア、アフリカなどである（星野ほか 2011, 勝山 2015, Yano et al. 2020）。
日本国内の分布は、本州（千葉県、神奈川県、和歌山県）、九州、南西諸島とされている（星

野ほか 2011, 勝山 2015）。しかし、本州では三重県と山口県に（織田 2006, 真崎 1984）、
九州ではさらに詳細に、初島（2004）によって佐賀県、長崎県、熊本県、鹿児島県に分布
が報告されているが、これまでに国内のヤリテンツキの分布を網羅的にまとめた文献は知

られていない。 
また、ヤリテンツキは、生育地の減少によって、環境省のレッドリスト 2020では「準絶

滅危惧」（環境省 2020）にされており、各県のレッドデータブックやレッドデータリスト
においても絶滅のおそれのある植物種にされていることが多い。現存しているヤリテンツ

キを確実に保護・保全するためには、まずは分布とその現状について詳細に把握すること

が重要であると考えられる。 
そこで著者らは、標本および文献をもとに、ヤリテンツキの国内分布とその現状につい

てまとめたので、ここで報告をする。 
 

標本調査  
標本は、千葉県立中央博物館（CBK）、鹿児島大学（KAG）、神奈川県立生命の星・地球

博物館（KPM）、京都大学（KYO）、東京都立大学牧野標本館（MAK）、高知県立牧野植物
園（MBK）、岡山理科大学（OKAY）、東京大学（TI）、国立科学博物館（TNS）、琉球大学
教育学部（URO）に収蔵されており、現在までに整理されているものを用いた。また、「*」
は、文献から引用した標本データ（採集年月があるもの）を示した。 
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図 1. ヤリテンツキ. a: 全体. b: 小穂. 

 
結果  
1) 本州  
本州では、千葉県（房総半島）、神奈川県（三浦半島）、静岡県（伊豆半島）、三重県（菅

島）、和歌山県（紀伊半島）、山口県（見島）においてヤリテンツキの分布の記録があった

（図 2）。 
千葉県では、1904年と 1906年に安房郡（現 南房総市と鴨川市）の 2箇所から採集され

た標本 3点（山蔦一海 s.n., MAK-228579; 石井幸一 s.n., MAK-221488; *今堀友市 s.n., 大
阪市立自然史博物館 OSA）があり、また、牧野（1905）によって「安房國夷隅郡長者町一
本松 牧野富太郎 1904年 8月 6日」（現 いすみ市）と報告されている（堀内 1996a, 1999, 大
場 1999, 千葉県レッドデータブック改訂委員会 2009）。しかしその後、これらの産地での
生育が確認されておらず、千葉県レッドデータブック 2009年改訂版・レッドリスト 2017
年改訂版では「消息不明・絶滅生物」とされている（千葉県レッドデータブック改訂委員

会 2009, 千葉県環境生活部自然保護課 2017）。 
神奈川県では、三浦市に分布しており、この生育地が国内での現存する分布の北東限と

されている（神奈川県植物誌調査会 2018）。Ohwi（1944）は「Sagami (T. Momiyama)」を
引用しており、1929年に籾山泰一によって採集された標本（籾山泰一 no. 9, KYO）をはじ
め、これまでに三浦市で採集された数点の標本を今回確認した。しかし、分布や個体数が

限られているために、神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006では「絶滅危惧 IA類」
にされている（高桑ほか 2006）。 
静岡県では、『静岡県植物誌』（杉本 1984）に「伊豆下田（白浜 笹本岩男 1964） 稀」

の記録がある。また、静岡県のレッドデータブック 2004年版では「絶滅危惧 IB類」に、
静岡県版植物レッドリスト 2017では「絶滅危惧 IA類」にされている（静岡県自然環境調
査委員会 2004, 静岡県くらし・環境部環境局自然保護課ホームページ）。しかし、著者ら
は静岡県からの標本を確認していないので、静岡県での今後の詳細な調査が必要である。 
三重県では、2005年に鳥羽市菅島に分布していることが初めて報告された（織田 2006; 

織田二郎 no. 2310, KYO）。2006年と 2012年にも同場所から標本 5点（KYO 2点, *三重県
総合博物館 MIE 2点, *OSA 1点）が採集されているが（三重自然誌の会 2018）、分布や個
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体数が限られているために、三重県レッドデータブック 2015では「絶滅危惧 IA類」にさ
れている（三重県農林水産部みどり共生推進課 2015）。また、福田ほか（2018）は、最近
の調査で菅島から発見できなかったと報告している。 
和歌山県では、東牟婁郡串本町と西牟婁郡白浜町からの記録があり、串本町では 1992

年に採集されており（*堀内 洋 no. 5876, 筑波大学標本庫 TKB-89050）（堀内 1996b）、1999
年から 2017年までに採集された数点の標本を今回確認した。一方、白浜町では、『紀州植
物誌』（宇井 1932）に「西牟婁郡瀬戸鉛山村に自生」とあり、その証拠標本と考えられる
1928年に宇井縫蔵が採集した標本（N. Ui no. 85, KYO）を含め、同年に採集された標本 6
点（KYO 3点、TI 2点、MAK 1）を今回確認した。さらに、堀内（1996b）や和歌山県立
自然博物館（2004）が 1928年に白浜町で採集された 3点の標本を引用している（*OSA 1
点、*和歌山県立自然博物館WMNH 2点）。しかし、白浜町では 1928年より後に採集され
た標本は確認されていないと思われる。現存している産地が限られているために、和歌山

県レッドデータブック 2012改訂版では「絶滅危惧 IB類」にされている（和歌山県環境生
活部環境政策局環境生活総務課自然環境室 2012）。 
山口県では、1984年に萩市見島に分布していることが初めて記録され（真崎 1984）、2001

年にも『山口県の海岸植物 1999年〜2001年の調査報告』において生育していることが報
告されている（山口県高等学校教育研究会生物部会・山口県野外植物研究委員会 2002）。
また、著者らの最近の調査でも現存していることが確認されているが、生育地と個体数が

限られているために、レッドデータブックやまぐち 2019では「絶滅危惧 IA類」にされて
いる（山口県環境生活部自然保護課 2019）。 
 
2) 九州  
九州では、佐賀県、長崎県、熊本県、鹿児島県においてヤリテンツキの分布の記録があ

った（図 2）。 
佐賀県では、『佐賀県植物目録 1981』（馬場 1982）に「唐津市七ツ釜（馬場, 1978. 8）、

呼子町加部島（倉成, 1970. 9）、玄海町値賀崎（馬場, 1954. 8）、肥前町犬頭（馬場, 1961. 8）」
とある。このうち、玄海町で採集された標本（馬場胤義 no. 10, MBK-0177541）を確認し
たが、馬場（1982）に引用された他の標本は確認していないために今後の詳細な調査が必
要である。その後、『九州植物目録』（初島 2004）では「佐賀（七ツ釜、呼子、玄海−値
賀崎）」とあり、唐津市では 2006年と 2018年に採集された数点の標本を今回確認した。岩
村（2009）は、個体数の減少と分布が限られているために「希少種」としており、レッド
データブックさが 2010では「絶滅危惧 II類」にされている（佐賀県希少野生動植物調査
検討会植物分科会 2011）。 
長崎県では、Ohwi（1944）や『長崎県植物誌』（長崎県博物研究会 1940, 外山 1980）に

「壱岐島、鷹島（現 松浦市）」とあり、壱岐では 1930年代から 2018年まで、鷹島では 1923
年に採集された標本を数点確認した。その後、五島列島北部（中西 1988, 1992）や西彼杵
郡大瀬戸町（現 西海市）（中西 1999）にも分布が報告されており、『長崎県植物誌』（中西 
2015）では「五島列島、松浦（鷹島）、長崎、西海（大瀬戸）、平戸（野子、大島）」とされ
ている。このうち、長崎市や平戸市から採集された標本も今回確認した。長崎県のレッド

データブック 2001では、長崎県の離島に広く分布するが、産地や個体数が少ないことから、
「絶滅危惧 II類」とされていた（長崎県県民生活環境部自然保護課 2001）が、2011年度
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の長崎県レッドデータブックでは「準絶滅危惧」にされている（長崎県自然環境課ホーム

ページ）。また、長崎市のレッドデータブック改訂版 2012や長崎市レッドリスト 2018では
「絶滅危惧 IB類」にされている（長崎市市民局環境部環境保全課 2012, 長崎市環境部環
境政策課ホームページ）。 
熊本県では、Ohwi（1944）が「Matsuai in Higo (Z. Tashiro)」を引用しており、『九州植物

目録』（初島 2004）では「熊本（八代）」とある。著者らは 1912年と 1913年に松合（現 宇
土市）から採集された標本（徳永眞次 s.n., TNS-30120; Z. Tashiro s.n., KYO）を確認した。
しかし、この 2点の標本以外は確認できず、レッドデータブックくまもと 2019（熊本希少
野生動植物検討委員会 2019）にも載っておらず、現状不明であると考えられる。 
鹿児島県では、『鹿児島県植物目録』（初島 1978）に「甑島、西方、桜島、佐多、種子島、

屋久島、中之島、悪石島、奄美諸島」、『九州植物目録』（初島 2004）に「西方、桜島以南、
甑島、屋久島、種子島、奄美群島」とある。このうち、鹿児島県の本土で 1910年から 1957
年までに西方、指宿、佐多などで採集された標本を数点確認した。迫・初島（1975）は鹿
児島大学佐多演習林から報告しているが、1957年より後に佐多から採集された標本は今回
確認できなかった。甑島や桜島からの標本についても今回確認できなかったので、要検討

である。 
また、大隅諸島において、Masamune（1934）や初島（1978, 1991, 2004）、森田（2004）、

堀田（2013）が屋久島や種子島から報告しているが、屋久島については、Masamune（1934）
が「*Genkei Masamune, 7 Aug. 1924」と記しているほか、そのほかの詳細は不明であり、他
の標本も含めて今回確認できなかった。一方、種子島では森田（2004）によって、2004年
に生育していることが報告されており、これまでに 1920年から 2018年まで採集された数
点の標本を今回確認した。トカラ列島では、「中之島」（初島 1978）、「口之島」（脇 1990, 初
島 1991, 志内・堀田 2015）、「平島」（志内・堀田 2015）、「悪石島」（初島 1978, 迫 1984, 
初島 1991, 志内・堀田 2015）、「宝島」（迫・上野 1981, 初島 1991, 志内・堀田 2015）か
らの記録があり、1966年から 1977年に口之島、悪石島、宝島から採集された標本および
1993年に平島から採集された標本を確認したが、中之島からの標本は確認できなかった。
奄美群島では、Ohwi（1944）が「喜界島」と「沖永良部島」から報告しており、『琉球植
物誌』（初島 1971, 1975）や『琉球植物目録』（初島・天野 1994）、『琉球列島維管束植
物集覧』（島袋 1997）において奄美群島と沖縄諸島・先島諸島も含めて「各島」とある。
また、『奄美群島植物目録』（堀田 2013）では「奄美大島、徳之島、沖永良部島、与論島」
とあり、琉球大学理学部（RYU）、TNS、URO、KAGの標本に基づいた『「琉球の植物」
データベース』（琉球の植物研究グループ 2018）では、「奄美大島、徳之島、硫黄鳥島、
沖永良部島、与論島」からの記録がある。今回、喜界島からは Ohwi（1944）で引用された
1910年に採集された標本 1点のみ（Z. Tashiro s.n., KYO）を確認し、1920年から 2018年ま
で奄美大島、徳之島、沖永良部島、与論島から採集された標本を多数確認した。 
鹿児島県レッドデータブック 2016では「準絶滅危惧」にされており（鹿児島県環境林務

部自然保護課 2016）、鹿児島県南部の島嶼部には比較的多く現存しているが、鹿児島県本
土では近年に採集された標本は見当たらず現存不明であると考えられる。 
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図 2. 日本におけるヤリテンツキの分布. ●: 確認標本. ◎: 文献データ. 

 
3) 沖縄  
沖縄県では、前述したように沖縄諸島・先島諸島の「各島」とあり、『「琉球の植物」

データベース』（琉球の植物研究グループ 2018）では、沖縄諸島において「沖縄島、伊平
屋島、伊是名島、伊江島、渡嘉敷島、阿嘉島、慶留間島、外地島、粟国島、渡名喜島」、

先島諸島において「宮古島、大神島、伊良部島、多良間島、水納島、石垣島、西表島、小

浜島、波照間島、与那国島」、また、大東諸島において「南大東島」からの記録がある。 
沖縄諸島では、沖縄本島において 1888年から 2018年まで多くの標本が採集されている

ことを確認し、また、伊平屋島、伊江島、渡嘉敷島、外地島、粟国島からの標本も確認し

た。しかし、伊是名島、阿嘉島、慶留間島、渡名喜島からの標本は確認していないが、RYU
に収蔵されていると思われる。また、新納・新城（1959）や山﨑ほか（2019）では、具志
川島（1957−58年）、伊是名島（1957−58年）、屋之下島（1957−58年）、屋那覇島（1957−58
年、2016年）、野甫島（2017年）からも報告しているが、今回標本は確認していない。そ
の他にも、阿部・仲宗根（2016）、佐藤ほか（2017）、齊藤ほか（2019）が、瀬底島、藪地
島、久米島から報告しており、これらの 3島から採集された標本も今回確認した。 
先島諸島では、宮古群島の宮古島、大神島、伊良部島から採集された標本を今回確認し

た。また、1923年に池間島から採集された標本（小泉源一 s.n., KYO）を 1点確認した。
Ohwi（1944）が「Ins. Miyako（G. Koidzumi）」を引用しており、池間島のこの標本を宮古
島（宮古郡島）からとしたと考えられる。八重山群島において、石垣島、西表島、小浜島、
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与那国島から採集された標本を今回確認した。また、山﨑ほか（2016）が、八重山群島の
小島嶼の鳩間島（1977年）、新城島下地（2013年）、黒島（2014年）から報告しているが、
今回標本を確認していない。『「琉球の植物」データベース』（琉球の植物研究グループ 2018）
に引用されている宮古群島の多良間島と水納島、および八重山群島の波照間島からの標本

は今回確認していないが、これらの標本は RYUに収蔵されていると思われる。 
大東諸島では、1977年 8月 4日に南大東島から採集された標本（南 敦 no. 33, TNS-344041）

を 1点確認した。南（1978）は、該当標本の産地を「（N）北大東島」と報告しているが、
「8月 4日〜8日（5日を除く）に南大東島を、5日に北大東島を、調査した」とも記述し
ており、どちらの島から採集されたものかを検討する必要がある。そのほかに、北大東島

から 2006年に採集された標本（中山博子, KPM-NA0129789）をさらに 1点確認した。 
以上から、沖縄県では、沖縄諸島の沖縄本島、伊平屋島、具志川島、伊是名島、屋之下

島、屋那覇島、野甫島、瀬底島、藪地島、伊江島、渡嘉敷島、阿嘉島、慶留間島、外地島、

粟国島、渡名喜島、久米島、先島諸島の宮古島、大神島、伊良部島、池間島、多良間島、

水納島、石垣島、西表島、小浜島、鳩間島、新城島下地、黒島、波照間島、与那国島、大

東諸島の北大東島、南大東島において、ヤリテンツキの分布の記録があった（図 2）。沖縄
県では多数の生育地があり、海岸沿いの日当たりの良い草地によく見られる植物の 1つで
あると考えられ、レッドデータおきなわ（沖縄県環境部自然保護課 2018）にも載っていな
い。しかし、目立たない植物種でもあるために、草地の遷移や開発の影響を受ければたち

まち消滅してしまうかもしれないので、注意が必要である。 
 

標本データ  
多くの県で絶滅危惧種のため、採集地の詳細は省略し、また、採集地名は現在の郡・市・

町名を用い、南西諸島に関しては主に島名で示した。各標本庫の機関略号後の「！」は実

際に確認した標本を示し、「*」は文献から引用した標本データを示した。 
1) 本州  
千葉県 . 南房総市 (安房岩井) (山蔦一海 s.n., 25 July 1904, MAK-228579!); 鴨川市 (安房

国西条村) (石井幸一 s.n., 14 Aug. 1906, MAK-221488!; *1今堀友市 s.n., 14 Aug. 1906, OSA); 
*2いすみ市 (夷隅郡長者町) (牧野富太郎 s.n., 6 Aug. 1904).	 *1堀内 (1996a). *2牧野 (1905). 
神奈川県 . 三浦市 (籾山泰一 no. 9, 18 Aug. 1929, KYO!; 籾山泰一 s.n., Oct. 1951, 

MAK-334893!, 3点; Jin Satoh s.n., 2 Oct. 1976, TI!; 大場達之 s.n., 24 Sept. 1999, 
CBM-247086!; O. Yano s.n., 24 Aug. 2002, OKAY-18218!; O. Yano s.n., 1 Sept. 2005, 
OKAY-20481!; *酒井藤夫 s.n., 11 Oct. 1987, KPM-NA1100538).	 *神奈川県植物誌調査会 
(2018). 
三重県 . 鳥羽市 (菅島) (織田二郎 no. 2310, 8 Oct. 2005, KYO!; 山脇和也 no. 15241, 10 

Oct. 2012 KYO!; *市川正人 no. 11278, 27 Oct. 2006, MIE; *山脇和也 nos. 15240 & 15244, 10 
Oct. 2012, KYO; no. 15241, 10 Oct. 2012, OSA; no. 15555, 10 Oct. 2012, MIE). 	 *三重自然誌
の会 (2018). 
和歌山県 . 東牟婁郡串本町 (大洞浩一 s.n., 23 Sept. 1999, KYO!, 2点; s.n., 10 Sept. 2011, 

KYO!; 山本修平 no. 23970, 30 Sept. 2007, KYO!; O. Yano et al. nos. 170904101−170904103, 
170904201−170904211, 4 Sept. 2017, OKAY!; *1堀内 洋 no. 5876, 12 Sept. 1992, TKB-89050; 
*2榎本 敬 s.n., RIB**-45703); 西牟婁郡白浜町 (N. Ui no. 85, 22 Sept. 1928, KYO!; 中島濤
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三 s.n., 28 Sept. 1928, KYO!; 中島濤三 s.n., 28 Sept. 1928, TI!, 2点; 坂口總一郎 no. 7, 1928, 
MAK-229565!; 廣谷幸三郎 s. n., KYO!; *1堀 勝 s.n., 27 Sept. 1928, OSA; *3小川由一 no. 
111555, 18 Sept. 1928, WMNH-42997; *3小川由一 no. 111556, 22 Sept 1928, WMNH-42997). 	
*1堀内 (1996b). *2榎本・狩山 (1999). *3和歌山県立自然博物館 (2004). **岡山大学資源生物
科学研究所. 
山口県 . 萩市 (見島) (O. Yano et al. nos. 17082901-17082916, 29 Aug. 2017, OKAY!) 

 
2) 九州  
佐賀県 . 東松浦郡玄海町 (馬場胤義 Taneyoshi Baba no. 10, 5 Aug. 1954, MBK-0177541!); 

唐津市 (岩村政浩 no. 18388, 16 July 2006, OKAY!; O. Yano et al. nos. 180906501−180906513, 
6 Sept. 2018, OKAY!; *馬場胤義 s.n., Aug. 1978); *呼子町 (倉成靖任 s.n., Sept. 1970); *肥前
町 (馬場胤義 s.n., Aug. 1961).	 *馬場 (1982). 
長崎県 . 壱岐市 (壱岐島) (田代善太郎 s.n., 4 Oct. 1931, KYO!; 中島一男 no. 338, 24 Aug. 

1937, TNS-238541!; 中島一男 s.n., 24 Aug. 1937, KYO!; O. Yano et al. nos. 
180905201−180905210, 180905301−180905305, 180905101−180905112, 180905401−180905407, 
5 Sept. 2018, OKAY!); 松浦市 (鷹島) (Z. Tashiro s.n., 1 July 1923, KYO!, 5点); 平戸市 (生月
島) (O. Yano & S. Ishibashi nos. 170918101−170918103, 170918201−170918208, 18 Sept. 2017, 
OKAY!); 長崎市 (高井良精一郎 no. 24, 24 Sept. 1905, MAK-228580!); *1北松浦郡小値賀町 
(斑島) (中西弘樹 no. 9603, 30 July 1976); *2新上五島町 (ロクロ島) (中西弘樹 no. 12831, 3 
Aug. 1991); *2(野案中島) (中西弘樹 no. 12835, 3 Aug. 1991); *2(串島) (中西弘樹 no. 12857, 6 
Aug. 1991); *3西海市 (松島) (中西弘樹 no. 16917, 15 July 1997).	 *1中西 (1988). *2中西 
(1992). *3中西 (1999). 
熊本県 . 宇土市 (徳永眞次 s.n., 24 Sept. 1912, TNS-30120!; Z. Tashiro s.n., 24 Sept. 1913, 

KYO!). 
鹿児島県 . 薩摩川内市 (西方) (土井美夫 s.n., 24 Sept. 1927, KYO!); 薩摩川内市 (Y. Doi 

no. 41, 11 Sept. (11/9) 1927, KYO!); 鹿児島市 (牧野富太郎 s.n., in 1938, MAK-229571!); 指宿
市 (牧野富太郎 s.n., Aug. 1910, MAK-228581!; 中島濤三 s.n., Aug. 1910, KYO!; 田代善太郎 
s.n., 24 Aug. 1910, TNS-30121!; Z. Tashiro s.n., 24 Sept. 1910, KYO!; 田代善太郎 s.n., 24 Sept. 
1919, KYO!); 南さつま市 (Z. Tashiro s.n., 18 Sept. 1924, MAK-66703!, 2点); 肝属郡南大隅
町 (佐多) (田代善太郎 s.n., 26 Aug. 1910, TNS-30122!; Z. Tashiro s.n., 26 Sept. 1910, KYO!; S. 
Hatusima no. 21194, Sept. 1957, MAK-35005! & KAG-066578!).  
大隅諸島 . 種子島 (田代善太郎 s.n., 25 July 1920, TNS-35127! & TI!; S. Hatusima no. 

13596, 27 Aug. 1949, KAG-066579!; 丸野勝敏 s.n., 16 July 2001, KAG-083419!; 丸野勝敏 s. n., 
24 Sept. 2003, KAG-085820!; O. Yano nos. 18092001−18092008, 20 Sept. 2018, OKAY!); *屋久
島 (Genkei Masamune s.n., 7 Aug. 1924).	 *Masamune (1934). 
トカラ列島 . 口之島 (S. Sako no. 7219, 18 Dec. 1968, TI!); 平島 (T. Shiuchi no. 2598, 10 

Oct. 1993, KAG-052793!, *KYO, *富山県中央植物園 TYM); 悪石島 (S. Sako no. 6340, 25−30 
Mar. 1966, KAG-066580!); 宝島 (M. Hori s.n., 29 May 1953, KYO!; H. Ueno no. 280, 17 July 
1977, KAG-066581!). 	 *志内・堀田 (2015). 
奄美群島 . 奄美大島 (S. Hatusima no. 20264, 13 Aug. 1956, MAK-187497! & KAG-066582!; 

Hatusima & Sako no. 31088, 8 Aug. 1967, KAG-066583!; S. Hatusima no. 31088, 10 Aug. 1967, 
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KAG-066584!; O. Yano no. 15070401, 4 July 2015, OKAY!; O. Yano nos. 17111101−17111111, 
11 Nov. 2017, OKAY!); 喜界島 (Z. Tashiro s.n., 15 Aug. 1913, KYO!); 徳之島 (S. Hatusima no. 
19279, 19 Aug. 1955, KAG-066585!; G. Ikeda no. 458, 5 Aug. 1962, KAG-121256!; M. Tabata 
s.n., Oct. 1970, KAG-066586!; K. Iwatsuki et al. no 22, 23 Aug. 1975, KYO!; K. Iwatsuki et al. no 
391, 26 Aug. 197, KYO!; O. Yano nos. 171113101−171113116, 171113201−171113212, 
171113301, 13 Nov. 2017, OKAY!); 沖永良部島 (Z. Tashiro s.n., 3 Aug. 1915, KYO!; 上原 恊 
s.n., 23 Aug. 1920, KAG-066587!; 上原 恊 no. 5568 (10099), 24 Aug. 1920, KAG-066588!; 上
原 恊 s.n., 7 Aug. 1921, KAG-066589!; 上原 恊 no. 15681 (12006), 8 Aug. 1921, 
KAG-066590!; H. Ohba no. 116, 27 Aug. 1924, KYO!; M. Tagawa & K. Iwatsuki no. 2269, 6 Aug. 
1958, KYO!; S. Hatusima no. 30935, 30 July 1967, KAG-066591!; O.Yano nos. 
181009101−181009110, 9 Oct. 2018, OKAY!; O.Yano nos. 181010201−181010210, 
181010301−181010311, 10 Oct. 2018, OKAY!); 与論島 (上原 恊 no. 6203 (10748), 27 Aug. 
1920, KAG-066592!; S. Ouchiyama nos. 222 & 223, 14 Aug. 1956, KAG! & KAG-066593!; G. 
Ikeda s.n., Oct. 1961, KAG-121160!; G. Ikeda no. 7185, 24 Aug. 1984, KAG-121291!). 
 
3) 沖縄  
沖縄 (琉球) (採集者不明, in 1875, TNS-15330!; 採集者不明, in 1903, MAK-229567!; 採集

者不明, in 1905, MAK-229566!; 採集者不明, in 1917, MAK-239859!). 
沖縄諸島 . 沖縄群島. 沖縄本島 (Y. Tashiro s.n., Apr. 1888, TI!; 伊藤篤太郎 Tokutaro Ito 

s.n. & no. 945, 28 July 1894, TNS-60781! & TNS-382607!; Tokutaro Ito no. 895, 30 July 1894, 
TNS-382606!; Tokutaro Ito no. 1039, 22 Aug. 1894, TNS-382605!; 採集者不明, 7 Jan. 1909, 
MAK-229569!; 採集者不明, 5 Aug. 1911, MAK-229568!; 中野与右衛門 no. 4, 1 Aug. 1913, 
MAK-229570!; 坂口 s.n., July 1921 KYO!; 金城三郎 (坂口 no. 76), Aug. 1921, TNS-64161!; 
G. Koidzumi s.n., 15 May 1923, KYO!; G. Koidzumi s.n., 8 June 1923, KYO!, 2点; 山里ミツ子 
s.n., 10 Aug. 1923, KYO!; Tetsuo Takaki s.n, July 1930. TI!; *1小川由一 no. 161105, July 1937, 
WMNH-42999; E. H. Walker et al. no. 7063, 25 July 1951, KAG-066594! & TNS-100460!; 仲嶺
盛仁 nos. 279 & 286, 1 Aug. 1954, TNS-117510! & TNS-117566!; S. Hatusima no. 17544, 5 May 
1955, KAG-066596!; S. Hatusima no. 17903, 19 May 1955, KAG-066595! & TI!; E. Tamaki & T. 
Yamashiro no. 983, 28 May 1995, URO!; Kazuharu Shinjo no. 1562, 3 Sept. 1957, URO!; 正宗厳
敬 no. 1625, 26 July 1959, CBM-226292!; 西沢信一 s.n., 12 July 1983, KYO!; 新城和治 no. 
12953, 24 Jun. 2000, URO!; 高良拓夫 no. 8581, 27 Aug. 2006, OKAY!; 高良拓夫 no. 11718, 
20 May 2007, MAK-389536! & OKAY!; O. Yano & Y. Saito no. 15091903, 19 Sept. 2015, 
OKAY!; O. Yano et al. no. 16041601, 16 Apr. 2016, OKAY!; O. Yano nos. 
170926101−170926109, 170926201−170926210, 26 Sept. 2017, OKAY!; O. Yano nos. 
170927401−170927408, 170927501−170927505, 27 Sept. 2017, OKAY!; O. Yano nos. 
170928701−170928711, 28 Sept. 2017, OKAY!; Y. Saito nos. 181012101-181012105, 12 Oct. 
2018, OKAY!; 採集者不明 no. 104, 7 Oct., MAK-232533!; 採集者不明 no. 166, 30 Apr., TI!); 
瀬底島 (O. Yano nos. 170927301 & 170927302, 27 Sept. 2017, OKAY!); 藪地島 (O.Yano nos. 
170928601−170928610, 28 Sept. 2017, OKAY!); 伊平屋島 (堀 勝 s.n., KYO!; S. Kayo s.n., 26 
Aug. 1970, MAK-128671!); *2具志川島 (新納義馬・新城和治 s. n., Dec. 1957 or in 1958); *2

伊是名島 (新納義馬・新城和治 s.n., Dec. 1957 or in 1958); *2屋之下島 (新納義馬・新城和
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治 s. n., Dec. 1957 or in 1958); *2, 3屋那覇島 (新納義馬・新城和治 s.n., Dec. 1957 or in 1958; 
山﨑仁也ほか s.n., 23 Nov. 2016); *3野甫島 (山﨑仁也ほか s.n., 8−11 Dec. 2017); 伊江島 (Y. 
Tateishi & H. Ogawa no. 164, 17 Apr. 1994, URO!; 小川 浩 no. 220, 6−7 May 1994, URO!; 小
川 浩 no. 382, 18 Jun. 1994, URO!); 渡嘉敷島 (新城和治・新納義馬 no. 6039, 11 July 1981, 
URO!); 外地島 (G. Ikeda no. 4053, 11 Aug. 1977, KAG-121146!); 粟国島 (新城和治 nos. 
10612 & 10613, 2−4 July 1997, URO!; O. Yano & Y. Ito no. 16041807, 18 Apr. 2016, OKAY); 
久米島 (Goro Kokubugata no. 7019, 29 Sept. 2005, TNS-9525656!; 採集者不明, 1898, 
MAK-147658!).	 *1和歌山県立自然博物館 (2004). *2新納・新城 (1959). *3山﨑ほか (2019). 
先島諸島 . 宮古群島. 宮古島 (仲原根善守 s.n., 14 Mar. 1937, TNS-58610!; F.R. Fosberg 

no. 38228, 14 Aug. 1956, KAG-066597!; O. Yano nos. 170929801-170929807, 29 Sept. 2017, 
OKAY!); 池間島 (小泉源一 s.n., 15 Jun 1923, KYO!); 大神島 (川上 勲 s.n., 23 Aug. 1974, 
KAG-066598!); 伊良部島 (O. Yano nos. 170930901−170930903, 30 Sept. 2017, OKAY!). 八重
山群島. 石垣島 (河越 no. 4282 (5892), 19 Aug. 1919, KAG-066599!; 伊藤洋 s.n., 16 May 
1936, TI!; 髙嶺英言 no. 23, May 1936, KYO!; 天野鉄夫 no. 7336, 28 Apr. 1954, 
KAG-066600! & TNS-117513!; S. Hatusima no. 19048, 19 July 1955, KAG-066601!; 萩庭丈壽 
(Joju Haginiwa) nos. JH019782, JH019783, JH019784, JH019785, JH019786, JH032171, 
JH032172, 16 Mar. 1984, TNS-969782!, 969783!, 969784!, 969785!,969786!, 982171!, 982172!; 
高良拓夫 no 6668, 20 Apr 2003, MAK-389537! & OKAY!; M. Tsusaka s.n., 27 Feb. 2005, 
OKAY-19708!; O. Yano & Y. Ito no. 16042209, 22 Apr. 2016, OKAY!); 西表島 (S. Hatusima no. 
18693, 14 July 1955, KAG-066603!); 小浜島 (河越 no. 4259 (8569), 5 Aug. 1919, 
KAG-066602!; F. R. Fosberg no. 37967, 10 July 1956, KAG-066604!); *新城島下地 (山﨑仁也
ほか s.n., 27 Jun. 2013); *黒島 (山﨑仁也ほか 27-30 Jun. 2014); 与那国島 (S. Hatusima no. 
24468, 26−30 Oct. 1959, KAG-066605!; M. Tsusaka s.n., 24 Feb. 2005, OKAY-19707!; O. Yano 
nos. 180613101−180613111, 180613201−180613213, 180613301−180613305, 13 Jun. 2018, 
OKAY!); 八重山 (採集者不明, 12 Aug. 1909, MAK-228582!).	 *山﨑ほか (2016).  
大東諸島 . 北大東島 (中山博子, 16 Apr 2006, KPM-NA0129789!); 南大東島 (南 敦 no. 

33, 4 Aug. 1977, TNS-344041!). 
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